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交通及び地元対策について

特　記　仕　様　書

特記仕様書

　この仕様書は、｢上越市ガス水道工事標準仕様書｣に定める特記仕様書とする。

対象工事

　上越市ガス水道局が発注するガス水道工事

石綿セメント管等の処理について

　工事着手にあたり、関係機関と十分協議し、その計画書を提出し監督員の承諾を得ること。

工事写真について

　工事着手にあたり、工事写真撮影計画書を提出し、監督員の承諾を得ること。

地形地質調査について

　必要に応じて詳細な調査を行い、これらの結果を設計図書の資料と合わせて検討し、支障のな
いように施工しなければならない。

二次製品について

　ボックス類は上越市仕様とし、その他は監督員立会いで材料検査を行わなければならない。

立会いについて

　ガス切替工事や断水工事の他、工事に係る試験・検査は監督員の立会いのもと実施することで
品質を確保することができるため、事前に監督員と連絡を取り合い実施するものとする。

建設副産物について

　再生資源利用計画書（様式１）・再生資源利用促進計画書（様式２）を事前に提出するとともに、
工事完了後、再生資源利用実施書（様式１）・再生資源利用促進実施書（様式２）・建設副産物の
発生量・使用量管理内訳表を提出すること。また、建設副産物特記仕様書に基づき確実に実行
すること。

　他事業者が管理する地下埋設物の損傷事故を防止するため、施工に先立ち、埋設物管理者が
保管する台帳に基づいて事前協議を行い、試掘等により確認のうえ施工しなければならない。

その他

　当該工事の工事期間については、警察署・道路管理者及び関係機関と協議の結果、他工事を
含め、道路使用期間が定められているのでガス水道局の指示に従うこと。

　石綿を含む配水管等を扱うときは、「労働安全衛生法」及び「石綿障害予防規則」等の諸規則を
遵守し、施工すること。

ガス保安規程の遵守について

　ガス本支管工事にあたっては、上越市ガス保安規程に基づく導管の工事方法の規定を遵守し
施工すること。なお、下請事業者により工事を施工をする場合にあっても、同規程を遵守させるこ
と。

工期について

　本工事の標準工事日数は、150日として積算している。やむを得ず、令和7年3月31日までに工
事を完了させることができない場合は、双方協議の上、繰越手続きを行うことができる。繰越手続
きを行った場合は、標準工事日数から令和7年3月31日までの工事実施日数を減じた日数以内を
変更契約により付与することができるものとする。

地下埋設物の損傷事故防止について
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